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詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

【新改訳2017】ヨハネの福音書5章39節
あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、
聖書を調べています。その聖書は、わたしについて
証ししているものです。

●とすれば、詩篇119篇の「私」(単数形)は「イェシュア」について証
ししていると言えます。と同時に、その「私」であるイェシュアの中へ
と信じる者たち(複数形)」も含まれていると言えます。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】ヨハネの黙示録22章13節 

わたしはアルファ( לֶ�אָ הָ  )であり、オメガ( ותָּ הַ  )である。
最初(הָרִאשׁוֹן)であり、最後(הָאַחֲרוֹן)である。
初め(הָרֵאשִׁית)であり、終わり(הַתַּלִית)である。

●詩篇119篇は「アーレフ・ベート詩篇」です。「アーレフ：א」から
「ターヴ：ת」までのヘブル文字22からなる段落がそれぞれ8節単位で
構成されています。「８」はイェシュアの数です。詩篇119篇の構成は、
(8×22＝)176節から成っています。詩篇の中で最も長い詩篇です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点
【新改訳2017】Ⅰペテロの手紙2章4～５節

4 主のもとに来なさい。
主は、人には捨てられたが神には選ばれた、尊い生ける石です。

5 あなたがた自身も生ける石として霊の家に築き上げられ、
神に喜ばれる霊のいけにえをイエス・キリストを通して献げる、
聖なる祭司となります。

●詩篇119篇は「聖なる祭司」、あるいは「王なる祭司」の書であり、
「王なる祭司・聖なる祭司」とはいかなる存在であるかを学ぶ最良の
テキストです。その模範は「昼も夜も、主のおしえを喜びとし、口ずさ
む(思い巡らす、反芻する)その人(ハーイーシュ：ׁהָאִיש)」です。



詩篇119篇を学ぶ上での大切な視点

●詩篇119篇に登場する「みおしえ」とは「トーラー」のことで、モー
セ五書を指しています。それを「さとし」「戒め」「おきて」「仰せ」
「定め」などの多様なことばで表されています。しかし中心にあるのは
「みおしえ」です。

●モーセ五書の中に、神が民を「恋い慕っている」
ことが啓示されています。このことに気づきが与え
なければ、主体的信仰ははじまりません。この気づ
きの背景には、神の「霊」が働く必要性があります。
しかし、旧約ではそれが隠されているのです。



１. 第九の段落「テート：ט」テキスト
【新改訳2017】詩篇119篇65～75

65 主よ あなたはみことばのとおりに あなたのしもべに良く(善：טוֹב)してくださいました。
66 良い(טוּב)判断と知識を私に教えてください。私はあなたの仰せを信じています。
67 苦しみにあう前には 私は迷い出ていました。しかし今は あなたのみことばを守ります。
68 あなたはいつくしみ深く(トーヴ・アッター：טוּב־אַתָּה) 良くしてくださるお方(מֵטִיב)です。
     どうか あなたのおきてを私に教えてください。
69 高ぶる者は 私を偽りで塗り固めましたが 私は 心を尽くしてあなたの戒めを守ります。
70 彼らの心は脂肪のように鈍感です。しかし 私はあなたのみおしえを喜んでいます。
71 苦しみにあったことは 私にとって幸せでした(トーヴ・リー：טוּב־לִי)。
     それにより 私はあなたのおきてを学びました。
72 あなたの御口のみおしえは 私にとって幾千もの金銀にまさります(トーヴ・リー：טוּב־לִי)。

●ここでも「私」である「聖霊に満たれたイェシュア」が預言されています。
「高ぶる者」(複=彼ら)はイェシュアに敵対する者たちで、彼らの心は鈍感です。



１.「トゥーヴ・アッター：טוּב־אַתָּה」①
●詩篇119篇の第9段落において、8節中の5節に6回(65, 66, 68、68、
71、72節)、「トーヴ」(טוֹב)の関連語が使われています。68節の「あな
たはいつくしみ深く」と訳された原語は「トーヴ・アッター」(טוּב־אַתָּה)
です。ここでの「あなた」とは「御父」のことです。

●イェシュアのところに一人の青年が来て言います。「永遠のいのちを得
るためには、どんな良いことすればよいのでしょうか」と尋ねます。イェ
シュアは答えます。「なぜ、良いことについて、わたしに尋ねるのですか。
良い方はお一人だけです」と(マタイ19:16～22)。ここでも「良い方は御
父だけです」という意味です。このことを青年に理解させるために「いの
ちに入りたいと思うなら、戒めを守りない」とイェシュアは言います。
その本意は何だったのでしょうか。



１.「トゥーヴ・アッター：טוּב־אַתָּה」②
●マタイの福音書20章１～16節で、イェシュアは「天の御国は、自分のぶどう園
で働く者を雇うために朝早く出かけた、家の主人のようなものです」と言うたとえ
話を語ります。イェシュアは「最初の者たち対して、私はこの最後に来た人にも、
あなたと同じだけ与えたいのです。自分のもので自分のしたいことをしてはいけま
せんか。それとも、私が気前がいいので、あなたはねたんでいるのですか」とあり
ます。ここでの「私が気前がいい」が「ト―ヴ・アニー」(טוֹב אַנִי)なのです。こ
こでは、たとえの人がイェシュアとして語っています。

●イェシュアの語ることばやたとえ話も「霊であり、いのち」であり、かつ奥義で
す。御父が「良い方」(טוֹב)であるなら、御子イェシュアも「気前のいい方」
なのです。「良い方」であるのは、人に「いのちを与える霊」を与えられる(טוֹב)
ゆえに「ト―ヴ」なのです。実は、このことが隠されているのです。



2.「呼び出された光におけるト―ヴ」
●「トーヴ」の初出箇所は創世記1章です。なんと7回も出てきます。とこ
ろで神が荒廃した地から「呼び出された」のは「光」(オール:אוּר)でした。
「神が『光、あれ。』すると光があった」のであって、そのとき光が創造
されたのではありません。その光は使徒パウロが言ううように「呼び出さ
れた」のです。その光とは「神のご計画とみこころであり、みむねと目
的」です。神はその光をよしと見られた」(1:4)のです。この「神はよしと
見られた」の「よし」が聖書最初の「トーヴ」です。

●定型句「神は見て良しとされた」(ヴァヤルー エローヒーム キートー
ヴ」(4, 10, 12, 18, 21, 25, 31節)、特に最後の31節は、副詞の「メ
オッド」(英語のvery)を伴って「キートーヴ・メオッド」となっています。
それは「はなはだ良かった、この上もなくよかった」の意味です。尾山訳
では、神は「とても満足された」と訳しています。



3.「苦難におけるト―ヴ」①

●「神が良いお方であり、良いことしかなさらない方である」という
のは永遠の真理であり、命題です。この真理を見失うとき、私たちは
混沌としたやみの中をさまようことになります。「苦難」に必ず意味
があります。しかしその意味することはすぐには掴むことができない
かもしれません。しかし、必ず意味があることを聖書によって知るこ
とができます。意味を見出し得なければ、その苦しみから学ぶことや
大きな飛躍をすることはできません。苦しみを経験した人がその意味
を見出した時に喜びが湧き上がり、生きる力さえもあふれてくるので
す。そんな体験をした人のことばに耳を傾けてみましょう。



3.「苦難におけるト―ヴ」②
(1)エレミヤ哀歌3章25～27節に見る「ト―ヴ」
●哀歌は「エーハー」(אֵיכָה)で始まっています。天と地を結ぶ
「神殿」が「茫漠として何もない」状態となっています。そんな
「哀歌」に、3章だけでも4回出てきます(25節「いつくしみ深い」、
26節「良い」、27節「良い」、38節「幸い」) 。

①25節「主はいつくしみ深い。主を待ち望む者、
主を求めるたましいに。」

②26節「主の救いを黙って待つのは良い。」
③27節「人が、若い時に、くびきを負うのは良い。」
④38節「わざわいも幸いも、いと高き方の御口から出るのではないか。」



3.「苦難におけるト―ヴ」③
①25節「主はいつくしみ深い。主を待ち望む者、

主を求めるたましいに。」
②26節「主の救いを黙って待つのは良い。」
③27節「人が、若い時に、くびきを負うのは良い。」
④38節「わざわいも幸いも、いと高き方の御口から出るのではないか。」

●ここでは、神のトーヴを信じる者は将来、必ず幸いを得る。そのための
条件は以下の三つです。「待ち望むこと」「尋ね求めること」「静まるこ
と(沈黙)」・・これらはすべて積極的な姿勢です。つまり「沈黙の中で、
しかも将来になされる神の善を信じて今日を生き抜く」―そのような人た
ちがいたことを、人称なき存在は哀歌で語りかけています。



3.「苦難におけるト―ヴ」④
(2) 詩篇119篇における「トーヴ」
●詩篇119篇は、68、71、72節の3つの節で「トーヴ」ということばを用
いながら、「私」であるイェシュアは苦しみの中で、以下のように告白し
ています。

①68節「あなたはいつくしみ深く(トーヴ・アッター： הטוּב־אַתָּ  )  
良くしてくださるお方(מֵטִיב)です。」

(前者が形容詞、後者は動詞の使役形)。
②71節「苦しみにあったことは 私にとって幸せでした(トーヴ・リー：

「。(טוּב־לִי
③72節「あなたの御口のおしえは、私にとって幾千の金銀にまさるものです。」



3.「苦難におけるト―ヴ」⑤
●71節でいう「苦しみ」とは「卑しめられる苦しみ」を意味しています。
それは想像をはるかに越えるような、想定外の卑しめの苦難でした。
しかし、そのような苦しみは御子イェシュアにとってふさわしいもので
あったのです。「苦しみにあったことは 私にとって幸せでした」も「苦
しみにあったことは 私にとって幾千の金銀に幸せでした」も、それは
王なるメシアがご自身の民となるための「ふさわしい苦しみ」であったか
らです。この苦しみを通ることによって、神の民が第一戒と第二戒の回復
がなされるのです。なぜなら「新しい契約」は、聖霊によって成就される
からです。

(3) エレミヤ書の「新しい契約」(31章31～34節）の「ト―ヴ」



3.「苦難におけるト―ヴ」⑥
 ①【新改訳2017】エレミヤ書31章31～34節
31 見よ、その時代が来る──主のことば──。
そのとき、わたしはイスラエルの家およびユダの家と、新しい契約を結ぶ。

32 その契約は、わたしが彼らの先祖の手を取って、エジプトの地から導き出した日に、
     彼らと結んだ契約のようではない。わたしは彼らの主であったのに、
彼らはわたしの契約を破った ──主のことば──。

33 これらの日の後に、わたしがイスラエルの家と結ぶ契約はこうである
     ──主のことば──。
     わたしは、わたしの律法を彼らのただ中に置き、彼らの心にこれを書き記す。
     わたしは彼らの神となり、彼らはわたしの民となる。
34 彼らはもはや、それぞれ隣人に、あるいはそれぞれ兄弟に、
     『主を知れ』と言って教えることはない。彼らがみな、身分の低い者から高い者まで、
  わたしを知るようになるからだ──主のことば──。
     わたしが彼らの不義を赦し、もはや彼らの罪を思い起こさないからだ。」



3.「苦難におけるト―ヴ」⑥
②【新改訳2017】エレミヤ書29章10～14節

10 まことに、主はこう言われる。
『バビロンに七十年が満ちるころ、わたしはあなたがたを顧み、
あなたがたにいつくしみの約束を果たして、あなたがたをこの場所に帰らせる。

11 わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく知っている──主のことば──。
それはわざわいではなく平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与える

     ためのものだ。
12 あなたがたがわたしに呼びかけ、来て、わたしに祈るなら、
     わたしはあなたがたに耳を傾ける。
13 あなたがたがわたしを捜し求めるとき、心を尽くしてわたしを求めるなら、
     わたしを見つける。
14 わたしはあなたがたに見出される──主のことば──。
     わたしは、あなたがたを元どおりにする。
あなたがたを追い散らした先のあらゆる国々とあらゆる場所から、あなたがたを集める
私はあなた方を、引いていった先から元の場所へ帰らせる。」

重複的回復の預言



3.「苦難におけるト―ヴ」⑦
【新改訳2017】エレミヤ書33章9～14節

 9  この都は、地のすべての国々の間で、わたしにとって喜びの名となり、
栄誉となり、栄えとなる。彼らは、わたしがこの民に与えるすべての祝福のことを聞き、
わたしがこの都に与えるすべての祝福と平安のゆえに恐れ、震えることになる。』」

10 主はこう言われる。「あなたがたが、人も家畜もいない廃墟と言うこの場所で、
人も住民も家畜もいない、荒れすたれたユダの町々とエルサレムの通りで、

11 楽しみの声と喜びの声、花婿の声と花嫁の声、
     主の宮に感謝のいけにえを携えて来る人たちの声が、再び聞かれるようになる。彼らは言う。
  『万軍の主に感謝せよ。主はまことにいつくしみ深い。その恵みはとこしえまで』と。
わたしがこの地を回復させ、以前のようにするからだ

     ──主は言われる。」
12 万軍の主はこう言われる。
     「人も家畜もいない廃墟であるこの場所と、そのすべての町に、
群れを伏させる羊飼いたちの住まいが再びできる。

13 山地の町々でも、シェフェラの町々、ネゲブの町々、ベニヤミンの地、エルサレムの近郊、
ユダの町々でも、群れが再び、数を数える者の手の下を通り過ぎる──主は言われる。」

14 「見よ、その時代が来る──主のことば──。
そのとき、わたしはイスラエルの家とユダの家に語ったいつくしみの約束を果たす。



今日のまとめ
●詩篇34篇8節にも「主のすばらしさを味わい、これを見つめよ」と
あります。新共同訳では9節「味わい見よ、主の恵み深さを」と
訳されています。人称なき存在である聖霊は、主の「すばらしさ、
恵み深さ」を「見つめよ、見よ」(ラーアー)とあります。
これは、神のトーヴに目を留め、注目し、フォーカスし、注視する
ことで、神の恩寵の世界に霊の目が開かれることを促しています。
以下の告白は、偉大です。

LORD is Good
טוֹב יהוה
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